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研究成果の概要（和文）： 

本研究は、民主化以降の発展が目覚ましい韓国を素材に、韓国憲法史の変化のなかで、民主

主義概念がどのように理解されてきたか、それが今日の憲法論における国家理解にどのように

関係しているかを多面的に分析・考察したものである。 

自由主義的民主主義と立憲主義との関係という観点からのみでは捉えられない共和主義的要

素が重要であることを指摘し、韓国憲法の有する民主主義観の独自性、アジア的特徴を考察し

た。 
 
研究成果の概要（英文）： 

This study focuses on the notion of democracy in Korean constitutional law, and 

analyzes how it has been understood in a change of the history of Korean Constitution 

and how it is related to the concept of state in contemporary Korean constitutional 

studies. 

In this study, it is argued that republicanism has the important role in Korean 

democracy, which should not be understood only as the relationship between liberal 

democracy and constitutionalism. This study also discusses about originalities and 

Asiatic characters of the democracy inherent with Korean constitutional law. 
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１．研究開始当初の背景 
 本研究を始めるにあたっては、以下のよう
な背景があった： 
 
(1)韓国史における「民主主義」の重要性と
憲法学の視点からの体系的検討の必要性 

戦後の韓国の発展過程は民主化の過程で
あり、憲法の発展も民主化と切り離して考え
ることはできない。９回に渡って改正されて
きた憲法においても、常に前文で最も中心的
な理念として掲げられてきたのが民主主義
であった。韓国の民主化ないし民主主義につ
いては既に多くの研究がある。しかしほとん
どは、政治学ないし歴史学の観点からの分析
であった。 

韓国の憲法の分野で民主主義をテーマと
する研究はもちろんないわけではない。しか
しそれらは現行憲法における大統領制や議
会制度等の個々の具体的な問題点の解説・分
析であり、そもそも民主主義理念そのものが
韓国においてどのように捉えられているか
の法学的官からの体系的検討は行われてき
ていなかった。 
  

(2)民主主義と立憲主義の関係性についての
実証的視点からの検討の必要性 
民主主義と立憲主義の関係については、今

日、現代憲法の根本的テーマとしてしばしば
採り上げられ、原理的な視点からの考察が行
われてきている。しかし、こうしたテーマに
ついては理論的考察も重要ではあるものの、
実際の各国憲法における議論からの再照射
という視点が欠かせない。また従来の理論的
考察がそもそも主に欧米の理論を基盤に進
められてきたことを考えると、これを普遍的
議論と捉えるべきか、地域的特殊性を考慮す
べきか、ということの再吟味も必要であると
考えられる。民主主義と立憲主義の関係に関
しては憲法学において、アジア諸国憲法の実
態に照らしての研究は行われていない。 

 
(3) これまでの研究との継続性 
研究代表者は、本研究以前に朝鮮王朝末期

（開化期）から大韓民国建国にかけての憲法
思想を研究してきた。そこで民主主義に関連
して解明できたことは、韓国では民主主義が
民族主義と一定の連関をもって論じられて
きているということである。これは独立運動
から建国への過程で、立憲主義的な観点から
の個人の尊厳や人権の尊重よりも民族の自
立を重視し、民族的一体性を基礎とした民主
主義に基づいて立憲国家を捉えるという見
方を生み出した。この点で、韓国の立憲主義
と民主主義の関係を考える場合、民族主義を
背景にした民主主義が立憲主義のあり方を
規定するという傾向が見られるように思わ
れ、現代にその問題がどうつながっているの

かがさらなる検討課題である。 
 

２．研究の目的 
(1)韓国憲法理論史の鳥瞰と総括 
 研究代表者は、「背景」で述べたように、
朝鮮王朝末期から大韓民国建国に至る流れ
のなかで、韓国の憲法思想がどのように展開
されてきたのかに関心をもって研究を進め
てきた。本研究では、建国以前の憲法思想の
基盤が建国後の発展、および現代の憲法理念
にどのように影響し、また変化してきたかを
考察することにより、韓国憲法史を通じての
民主主義のもつ意味を体系的に把握するこ
とを目的としている。また、それをもって、
これまで現代憲法の解釈学に偏りがちであ
った韓国憲法を理論史的な視点から鳥瞰し、
総括することにつなげたいと考えている。 
 
(2)アジア地域の民主主義についての法的視
座の提供 
植民地支配→独立→権威主義体制→民主

化という図式は、韓国のみならず、多くのア
ジア諸国に共通するものである。アジア諸国
の多くに共通な路線の中に現れた韓国民主
主義の法的意味を分析することにより、アジ
ア地域における民主主義の特徴、民主化定着
に寄与しうる法制度のあり方についても一
定の示唆を見出すことを目的としている。 
 
(3)立憲主義と民主主義の関係性についての
地域的視点の提起 
立憲主義と民主主義の関係についての抽

象的議論に対して、各国憲法のもつ地域的歴
史的特殊性への配慮という視点を韓国の例
の検証を通じて、具体的に提起することを目
的としている。 
 
３．研究の方法 
 本研究は、以下の 3つの視角から分析を行
っている： 
 
(1) 立憲主義と民主主義の関係性に関する
韓国の理論状況の分析 
 立憲主義と民主主義の関係性にかかわる
韓国における学界の議論の概要を確認して
日本あるいは欧米諸国での議論との異同を
分析した。 
 
(2) 大韓民国建国後の憲法における民主主
義概念の変化・発展とその内容についての分
析 
建国後の各憲法改正前後の議論を検討して、
改正によって民主主義概念がどのような変
動を経験したかを明らかした。特に選挙制度、
国民概念、社会民主主義的要素を基調とした
経済条項等の条文、たたかう民主制を盛り込
んだ政党条項、等、民主主義に関連したトピ



ックに着目して考察した。 
 
(3) 現代の法制や判例に現れた民主主義に
ついての考え方の分析 
 現代の第六共和国憲法下での法制や判例
を分析し、その中に民主主義理念についての
どのような理解がみられるかを検討し、その
意義を考察した。 
 
４．研究成果 

研究方法に挙げた 3点に従って述べる： 
 

(1)立憲主義と民主主義の関係性に関する韓
国の理論状況の分析 
①共和主義的民主主義観 

韓国憲法は、大韓民国が「民主共和国」で
あることを定めている。近年、この「共和国」
の意味が韓国で再考察されるようになって
きていることから、「共和国」概念を重視す
る憲法学者の立場とその民主主義観を検討
した。その結果、現代の憲法学者の議論は、
西洋の共和主義についての今日的な議論を
基礎としたものであること、その一方で、現
代の韓国社会が従来の統治の枠組みを超え、
市民運動を通じた草の根的な民主主義の在
り方を示していることへの関心が高く、これ
を法史学的な観点から考察しようとする動
きも強くなってきていることがわかった。 
②大韓帝国から大韓民国への移行における
民主主義観の特徴分析 
 韓国は、植民地支配下での独立運動の中で
君主制から民主制への転換を表明し、国名を
「大韓民国」とした。そこで、植民地支配に
至る過程での大韓帝国期にどのような法制
の改革・変化があったかを分析し、その意義
を検討した。また当時の民間の改革運動が民
主主義・立憲主義についてどのような視点を
もっていたかを考察し、それらが韓国の民主
主義観の形成にとってどのような機能を果
たしたかを考察した。その結果、当時の民主
主義観において自由主義よりは社会主義と
親和性を有する考え方が強かったこと、また
民族主義的な思考が強かったことを明らか
にした。 
③韓国の状況の比較法的視点からの位置づ
け 
 法思想史的な視点から韓国の民主主義理
念や共和国概念がアジアの中でどのように
位置づけられるものであるかを検討した。共
和国概念のルーツについてはいまだこれか
らの検討課題が多く残るが、おそらくは中国
の革命運動からの影響が強いと考えられる。
このことは韓国の民主主義が共和主義的な
性格を有する要因となっている。建国後の韓
国は冷戦構想の中で反共路線を強く打ち出
すが、そのことは必ずしも自由主義的な民主
主義を形成することに繋がっていない。共和

主義的な基盤は、一面で独裁体制形成にも影
響しているのではないかと思われる。 
 
(2) 大韓民国建国後の憲法における民主主
義概念の変化・発展とその内容についての分
析 
①韓国憲法条文上の「民主的基本秩序」の概
念からみた民主主義概念の変化 
 「自由民主的基本秩序」という憲法上の概
念が建国後の歴史の変遷のなかでどのよう
な意味をもったのかを視点として、韓国の民
主主義理念の変化を検討した。「自由民主的
基本秩序」は、朴正熙政権時代の「韓国的民
主主義」という特殊な理解の下で「反共」と
いう意味で理解され、「自由主義的な民主主
義」という意味では理解されなかった。その
後も「自由民主的基本秩序」の意味は実質的
に国家保安法の理解によって規定されると
いう構造を有していると考えられることを
指摘した。 
②現代の福祉政策と社会民主主義との連関
性 
 金大中政権時代の「生産的福祉」論が韓国
の建国時の社会民主主義理解と重なる論点
を有するものであること、建国以来、体制が
変化しても踏襲されてきた憲法の社会権条
項や経済条項が、民主化以降、新たな意味を
もつと考えられること、現在の市民運動が新
自由主義に対し、社会民主主義的な路線を支
える新たな要因となっていることを示した。 
 
(3) 現代の法制や判例に現れた民主主義に
ついての考え方の分析 
①「自由民主的基本秩序」についての学説・
判例の分析 
 韓国憲法条項上の「自由民主的基本秩序」
は、学説・判例上、国家保安法の規制対象と
の関連で理解されてきていると考えられる。
その理解は軍事政権時代から民主化への流
れのなかでは、韓国的民主主義から多元的民
主主義へ、北朝鮮に対しても単純な敵対では
なく平和的統合を視野に入れるべき対象へ
と推移してきていると捉えられる。 
②領土条項と統一条項からみた民主主義の
理念 
 領土条項と統一条項の間の矛盾に関連し
て北朝鮮の韓国憲法上の位置づけをとり上
げ、それが韓国の国民概念にどのように反映
するのかについて考察し、分断状況での韓国
の国民国家形成の困難性を指摘した。 
③韓国国籍法の複数国籍容認による国民概
念の変化 
 韓国国籍法は近年、条件付きで複数国籍を
許容する制度を導入した。こうした政策は移
民国家への移行政策と相俟って、従来の国民
国家観に変更を迫るものといえる。複数国籍
が国民の流出を防ぐ政策という面をもつ一



方で、「国民」概念自体が変容することによ
って、従来の民族主義的民主主義が変容する
可能性を指摘した。 
④韓国違憲審査制の民主主義的視点からの
位置づけ 
 韓国の憲法裁判所制度における判決の効
力や違憲審査の範囲の考察から、司法への不
信→違憲審査の政治性の承認→民主的制度
構築という大陸法の思想を受け継ぐ制度の
ひとつの範型とみることができるのではな
いかということを指摘した。 
 
 以上のような諸論点を総合すると、韓国憲
法上の民主主義理念については、共和主義的
性格を当初からもっていたこと、共和主義的
性格は従来は民族主義的な視点、反共的な視
点と結びついて、非自由主義的な独裁を容認
する方向性にも結び付いたこと、しかしなが
ら民主化以降は市民運動と結合して新しい
社会民主主義的な傾向を生むと共に、国民概
念に関しては移民国家政策や複数国籍容認
政策を通じて「国民国家」概念を超えた「市
民国家」形成への可能性をも秘めていること
が指摘できるように思われる。 
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